
 

 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和５年９月１２日（火）９：５０～１６：１５ 

○会  場：葛尾村立葛尾小学校・葛尾村立葛尾中学校（福島県双葉郡葛尾村落合西ノ内５０） 

○参加者：小学校教諭１７名、中学校教諭９名  合計２６名 

○内  容：施設・設備見学   授業参観   講話「へき地校における指導上の諸問題」     

協議「へき地校における特色ある教育活動」   講義・演習「個に応じた指導の工夫」 

 
 
 
 

○ 個に応じた指導はどの学校においても必要なものであり、一人一人のよさ

を伸ばせるように工夫することが教師の役目であると感じた。 

○ 個に応じた学びについて、グループ協議で考えを出し合うことにより、よりよ

い改善策や様々な考えを知ることができ、自分も今後の授業で生かしてい

きたいと感じた。 

○ 体験活動の豊富さや個別最適な学びが実現していることを学んだ。児童

自身が｢自分に合ったやり方｣を見つけ出す手助けをしたい。 

○ 授業内での板書や言葉かけの工夫など生かせることが多くあり、今後の教

育活動に反映させていきたい。 

○ それぞれの教育活動に意味があることはもちろんであるが、その根底にある

のが児童・生徒のためであった。初任者という立場ではあるが、その思いを私

も大切にしていきたい。 

【研修のまとめ】 

  本日の講義、演習等の内容を踏まえ、初任者として今後の授業実践や研修等に臨むにあたり、以下のこと

に留意していただきたいと思います。 

○ 今回の研修では、授業参観や講話を通して、子どもの声に耳を傾け、品格と高い教養を備え、共に悩み

共に喜び、共に励まし合える教師を目指し教育活動に取り組んでいることを学ぶことができた。また、少人数

でもブロックでの学習活動や他校との合同授業、他校との合同行事を実施するなど、チームとして教育活

動を充実させるための工夫について学ぶことができた。子どもにとって最大の教育環境は教師自身であるとい

う視点で自校や自身の取組を振り返り、今後に生かしていくこと。 

○ 研修を通して、ICT の活用や周りの先生方との協力など、児童生徒一人一人の実態を把握し、個に応じ

た指導を展開していくための仕掛けを学ぶことができた。これらの指導方法と指導体制の工夫を参考にして、

明日からの授業改善につなげていくこと。 

 

 研修の感想
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